










“2013年のNo.1 でいいでしょ！”

レビューはこちら→

『鳥類学者 無謀にも恐竜を語る』

電車の中では読んではならない、 前代未聞の科学書。

これまでの恐竜に関する本では、 あまり語られることの

　なかった思考実験も満載！

“歴史を変えた魔法の弾丸”

レビューはこちら→

『サルファ剤、忘れ去られた奇跡』

創薬、 特許、 健康への貢献、 そして、 薬禍。

サルファ剤には、 現代における薬剤開発の

光と影のすべてがあった。

“2013年 2冊目のNo.1 でいいでしょ ! ”

レビューはこちら→

『量子革命』

世紀を超えて真実を探求する物理学と物理学者たちの

面白さを、 これほど手際よく書き上げた本をほかに

　知らない。 人間ドラマとして読んでも素晴らしい。

“ワインの海は牛の色”

レビューはこちら→

『言語が違えば、世界も違って見えるわけ』

言語はどのように思考に影響を与えてきたのか。

推理小説を読むように言語学の歴史を振り返り、

研究の醍醐味が感じられる一冊です。


